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Ⅰ 再評価結果 

再評価の結果、貴大学は本協会の大学基準に適合していると認定する。 

認定の期間は、2015（平成 27）年 3 月 31 日までとする。 

 

Ⅱ 総 評 

 2007（平成 19）年度の大学基準協会による大学評価ならびに認証評価の結果、貴大学に

ついては、本協会の大学基準に適合しているか否かの判定を保留することになり、本協会

は必ず実現すべき改善事項として「学生の受け入れ」および「財務」の２項目、一層の改

善が期待される事項として４項目の改善報告を求めた。 

 貴大学では、これらの課題に対し、綿密な経営改善計画を策定してその進捗状況を確認

しながら改善を図っており、抜本的な改革に取り組んでいることがうかがえる。 

必ず実現すべき改善事項のうち、「学生の受け入れ」については、未来デザイン学部の

入学定員に対する入学者数比率の向上に向け、学部として方針を立て、学長の諮問会議「未

来デザイン学部の魅力化・活性化のための委員会」での最終答申に基づく教育改革、学生

支援の充実、より積極的な学生募集活動の展開など、学部全体で改善に取り組んだ。その

結果、入学定員に対する入学者数比率が上昇してきていたが、理事会での経営判断により、

2010（平成 22）年度からの募集停止および定員の一部振り替え措置がとられ、指摘事項に

対する問題は解消することとなった。ただし、未来デザイン学部の定員の一部を加えた人

間教育学部でも入学定員に対する入学者数比率が低い状態が続いており、定員未充足が問

題となりつつある。このように、あらためて厳しい状況が生じていることに懸念はあるが、

他の学部は志願者数なども安定し、大学全体として見た場合はほぼ水準を満たしている。

引き続き、人間教育学部の入学者の確保に努めるとともに、未来デザイン学部については、

募集停止したことにより学生の学修に支障を来たさぬよう、最後まで責任ある対応が求め

られる。 

「財務」については、学部・学科の募集停止など、全学的な意識改革を伴う規模の適正

化に踏み出し、具体的かつ説得力のある「学校法人園田学園 経営改善計画」を策定したこ

とは高く評価できる。経過的には、さらに財務評価の数値が悪化する側面も見え、報告書

に記載されているように「改善基調」「改善が見込まれる」などの段階に過ぎず予断を許す

状況とはいえないが、新たな経営改善計画の一部は一定の成果を上げつつあることも認め

られる。 

以上の点から、まだ改善すべき点は残るものの、貴大学の改善に向けた努力により、問
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題点が改善状況にあると確認できたので、現時点で大学基準に適合していると判断できる。 

 なお、一層の改善が期待される事項として改善報告を求めた４項目についても、意欲的

に改善に取り組んでいることを確認でき、その成果もおおむね満足すべきものである。 今

後も、より一層の発展のため、引き続き改善・改革に向けて努力していくことを期待した

い。 
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